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　協同組合山梨県ジュエリー協会

　
４
月
３
日
、
４
日
の
２

日
間
、
協
同
組
合
山
梨
県

ジ
ュ
エ
リ
ー
協
会
（
井
上

善
展
理
事
長
）
は
甲
府
市

大
津
町
の
ア
イ
メ
ッ
セ

山
梨
に
て
、『
第
37
回
甲

府
ジ
ュ
エ
リ
ー
フ
ェ
ア
』

を
開
催
し
た
。
こ
れ
は
、

歴
史
と
伝
統
を
誇
る
山

梨
県
の
宝
飾
産
業
を
代

表
し
、
産
地
山
梨
か
ら
発

信
す
る
ジ
ュ
エ
リ
ー
ビ

ジ
ネ
ス
の
ト
レ
ー
ド
フ

ェ
ア
で
あ
る
。
こ
の
フ
ェ

ア
に
は
県
内
の
ジ
ュ
エ

リ
ー
業
者
な
ど
93
社
が

参
加
し
、
春
夏
物
の
新
作
や
流
行
の
商
品
が
紹
介
さ
れ
、
商
品
総
額
は

約
２，
０
０
０
億
円
に
上
っ
た
。

　
そ
ん
な
中
、
今
回
最
も
注
目
を
集
め
た
も
の
は
、
山
梨
の
産
地
ブ
ラ

ン
ド
『
Ｋ
ｏ
ｏ
│
ｆ
ｕ
（
ク
ー
フ
ー
）
』
の
初
め
て
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
商
品

で
あ
る
。『
Ｋ
ｏ
ｏ
│
ｆ
ｕ
』
と
は
、
ジ
ュ
エ
リ
ー
の
街
「
山
梨
」
か
ら
発
信

す
る
産
地
ブ
ラ
ン
ド
で
あ
る
。
そ
し
て
、
産
地
の
特
性
を
活
か
し
た
質

の
高
い
素
材
、技
術
、デ
ザ
イ
ン
で
製
品
作
り
を
行
い
、も
の
づ
く
り
の

姿
勢
や
意
識
全
体
を
価
値
と
し
て
提
供
す
る
ジ
ュ
エ
リ
ー
生
産
地
の

ブ
ラ
ン
ド
で
も
あ
る
。
一
昨
年
頃
か
ら
、
ジ
ュ
エ
リ
ー
の
市
場
は
大
き

く
変
化
し
、
海
外
か
ら
の
ジ
ュ
エ
リ
ー
輸
入
量
に
関
し
て
、
製
品
が
素

材
を
超
え
る
と
い
う
現
象
が
起
こ
っ
て
い
る
が
、こ
の
現
象
と
共
に
海

外
か
ら
の
粗
悪
な
製
品
が
国
内
に
流
通
し
始
め
て
い
る
問
題
も
出
始

め
て
い
る
。そ
の
様
な
中
で
の
山
梨
の
産
地
ブ
ラ
ン
ド『
Ｋ
ｏ
ｏ
│
ｆ
ｕ
』

は
、
今
後
も
注
目
を
集
め
て
い
き

そ
う
で
あ
る
。

　
ま
た
５
日
に
は
同
会
場
に
て
、「
信

玄
公
ま
つ
り
輝
き
の
祭
典
大
宝
飾

展
」
が
開
催
さ
れ
、
ジ
ュ
エ
リ
ー
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
の
梶
光
夫
氏
が
フ
ラ

ン
ス
の
世
界
遺
産
を
モ
チ
ー
フ
に

デ
ザ
イ
ン
し
た
宝
飾
オ
ブ
ジ
ェ「
モ

ン
・
サ
ン
・
ミ
シ
ェ
ル
」
が
披
露
さ

れ
た
。
40
カ
ラ
ッ
ト
の
特
大
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
を
使
っ
た
こ
の
オ
ブ
ジ

ェ
は
、
金
額
に
し
て
６
億
３
千
万

円
相
当
。
訪
れ
た
人
々
は
、
そ
の
輝

き
に
魅
了
さ
れ
て
い
た
。

御夫人方によるテープカット
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に
つ
い
て
の
研
修
会

　
４
月
28
日
、
笛
吹
市
と

石
和
温
泉
旅
館
協
同
組

合
（
山
下
安
廣
理
事
長
）

で
は
、
４
月
23
日
に
入
国

し
た
中
国
山
西
省
太
原

旅
遊
職
業
学
院
の
研
修

生
46
名
の
歓
迎
式
典
を

開
催
し
、
関
係
者
な
ど
約

１
５
０
名
が
出
席
し
た
。

　
県
内
で
は
、
既
に
山
梨

県
ア
パ
レ
ル
工
業
組
合

が
平
成
16
年
よ
り
中
国

人
研
修
生
の
受
入
を
行

っ
て
い
る
が
、
今
回
の
受

入
は
、
笛
吹
市
を
１
次
受

入
機
関
、
石
和
温
泉
旅
館

協
同
組
合
を
２
次
受
入

機
関
と
し
て
お
り
、
旅
館

組
合
加
盟
の
16
社
で
実

務
研
修
を
行
う
。

　
最
初
の
１
ヶ
月
間
は
、笛
吹
市
及
び
旅
館
組
合
が
日
本
語
、マ
ナ
ー
、

基
本
的
な
日
本
語
会
話
、
接
客
マ
ナ
ー
な
ど
の
集
合
研
修
を
行
い
、
５

月
末
か
ら
は
、
非
実
務
研
修
（
机
上
研
修
）
と
実
務
研
修
（
各
ホ
テ
ル
旅

館
で
の
実
地
研
修
）
を
行
う
計
画
で
あ
る
。

　
旅
館
組
合
で
は
、「
笛
吹
市
国
際
観
光
振
興
協
会
（
仮
称
）
」
の
設
立

を
行
い
、
今
回
の
研
修
生
の
育
成
及
び
今
後
増
加
す
る
海
外
か
ら
の

留
学
生
並
び
に
外
国
人
旅
行
者
と
地
域
住
民
と
の
国
際
交
流
を
図
り
、

か
つ
、
こ
れ
ら
の
事
業
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
笛
吹
市
に
お
け
る

地
域
社
会
・
学
習
環
境
の
維

持
及
び
形
成
を
推
進
す
る
。

　
今
回
の
事
業
の
実
施
に
よ

り
、
研
修
生
と
旅
館
組
合
従

業
員
及
び
地
域
住
民
と
の
交

流
が
図
ら
れ
、
増
加
し
て
い

る
中
国
人
観
光
客
の
接
客
サ

ー
ビ
ス
が
向
上
す
る
効
果
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
研

修
生
は
、
中
国
帰
国
後
に
観

光
関
連
産
業
に
就
職
す
る
た

め
、
笛
吹
市
及
び
石
和
温
泉

の
観
光
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
と

し
て
誘
客
の
一
助
と
な
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
山
梨
県
ア
パ
レ
ル
工

業
組
合（
川
手
正
紀
理
事

長
）
は
、
去
る
４
月
17
日

甲
府
市
塩
部「
ニ
ュ
ー
芙

蓉
」に
お
い
て
、「
外
国
人

研
修
生
・
技
能
実
習
生
の

労
務
管
理
」を
テ
ー
マ
に

研
修
会
を
開
催
し
た
。

　
最
近
で
は
、山
梨
県
内

に
お
い
て
も「
外
国
人
研

修
・
技
能
実
習
制
度
」
の

導
入
や
、導
入
に
向
け
て

準
備
を
進
め
る
組
合
が

増
加
し
つ
つ
あ
る
こ
と

か
ら
、同
制
度
へ
の
理
解

を
深
め
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、昨
年
12
月
に
法

務
省
の
指
針
が
改
訂
さ
れ
、

外
国
人
研
修
生
・
技
能
実
習
生
の
労
務
管
理
が
ま
す
ま
す
難
し
く
な
っ

て
き
て
お
り
、平
成
16
年
よ
り
受
入
れ
を
行
っ
て
る
当
該
組
合
と
っ
て

も
避
け
て
と
お
る
こ
と
の
で
き
な
い
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
回
の
研
修
会
で
は
社
会
保
険
労
務
士
の
野
崎
行
廣
氏
を
講
師
に

招
い
て
行
わ
れ
、実
際
に
受
入
れ
を
行
っ
て
い
る
組
合
員
11
名
が
参
加
、

外
国
人
研
修
生
・
技
能
実
習
生
保
護
の
た
め
の
早
急
に
対
応
す
べ
き
措

置
、受
入
れ
機
関
の
適
正
化
の
た
め
に
早
急
に
講
ず
べ
き
措
置
、実
務
研

修
中
の
研
修
生
に
対
す
る
労
働
関
係
法
令
、「
再
技
能
実
習
制
度
」な
ど

法
定
上
の
問
題
を
理
解
す
る
と
同
時
に
、外
国
人
研
修
生
・
技
能
実
習
生

の
労
務
管
理
に
つ
い
て
適
正
な
運
営
が
図
ら
れ
る
よ
う
外
国
人
研
修

生
の
接
し
方
や
対
応
策
等
を
学
ん
だ
。

　
併
せ
て
、
平
成
20
年
３
月
１
日
に
施
行
と
な
っ
た
新
法
『
労
働
契
約

法
』に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、

近
年
の
働
き
方
が
多
様
化

す
る
中
で
、
解
雇
、
労
働
条

件
の
引
き
下
げ
な
ど
個
別

労
使
間
の
ト
ラ
ブ
ル
を
未

然
に
防
ぐ
た
め
、
こ
れ
ま

で
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た

判
例
法
理
を
基
本
に
、
労

働
契
約
に
関
す
る
民
事
的

な
ル
ー
ル
を
明
確
に
し
た

法
律
で
、
参
加
者
の
関
心

を
集
め
て
い
た
。

研修会風景

社会保険労務士　野崎行廣氏


